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	処分の概要
	景観重要建造物の管理改善の措置命令

	法令名
根拠条項
	景観法　第26条

	法令番号
	平成16年法律第110号

	【基準】
　法第26条の規定による。
　(管理に関する命令又は勧告)
第26条　景観行政団体の長は、景観重要建造物の管理が適当でないため当該景観重要建造物が滅失し若しくは毀き損するおそれがあると認められるとき、又は前条第2項の規定に基づく条例が定められている場合にあっては景観重要建造物の管理が当該条例に従って適切に行われていないと認められるときは、当該景観重要建造物の所有者又は管理者に対し、管理の方法の改善その他管理に関し必要な措置を命じ、又は勧告することができる。

　景観法運用指針(平成16年12月国土交通省・農林水産省・環境省、令和4年3月28日改正)参照

④管理
1)景観重要建造物の所有者及び管理者は、その良好な景観が損なわれないよう適切に管理しなければならないこととされており、その趣旨を踏まえて適正に管理すべきである。
2)法第25条第2項に基づき景観行政団体が条例で定める「景観重要建造物の良好な景観の保全のため必要な管理の方法の基準」については、法第26条に規定する管理に関する命令又は勧告が、当該基準に従って適切に景観重要建造物の管理が行われていないと認められる場合に行われるものであること、令第13条第2号に基づき、当該基準に適合する行為が法第22条第1項に規定する許可の適用除外行為となるものであることにかんがみ、適切かつ過不足なく定めることが望ましい。例えば、管理上必要な修繕等として想定される内容、消火器の設置等防災上必要な措置の内容、定期点検等の内容、下草刈り等の敷地の管理、木造建造物の場合の裸火使用禁止等の基準を定めることが考えられる。
なお、この際、例えば、複数の景観重要建造物を指定している場合等において、必要に応じて、景観重要建造物の類型ごとに、又は個別の景観重要建造物ごとに基準を定めることも考えられる。また、規則第6条第2号ロの基準を適用して指定される景観重要建造物については、法第25条第2項に基づき景観行政団体が条例で定める「景観重要建造物の良好な景観の保全のため必要な管理の方法の基準」において、世界文化遺産の登録の推薦に当たって策定される管理計画を遵守する旨を定める等により、「公衆によって望見されるものであること」とした指定基準の意図をより一層確実に実現する措置を講じることが望ましい
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	設定年月日
	平成24年10月1日
	最終変更年月日
	令和5年7月1日
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